


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　  消化管は、口から始まって肛門に終わる一本の長い管と、これから派生した各種の腺によって構築されている。消化管は胎生の早期の二胚葉性の胚盤のうちの内胚葉が、外胚葉によって包み込まれて、体の中軸部を頭尾方向に貫く一本の管となったものである。　
　 消化管は口腔を経て体外から取り入れた食べ物を消化（低分子の化合物にすること）して、これを栄養分として吸収する器官系である。
    消化管の始まりである口腔は、その前方の約 3/4 は体表の外胚葉の陥凹である口窩で、外胚葉上皮に被われており、口腔の後方の約 1/4 及びそれ以下は総て内胚葉上皮に被われている。
　



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 これは消化管の一般構造を示す模式図である。（原図）　
　 消化管の一般構造は、内腔（管腔）を囲んで内から外に向かって同心円状に、1 粘膜、2 粘膜下組織、3 筋層、及び 4 漿膜の４層からなり、粘膜は更に ① 粘膜上皮、② 粘膜固有層、及び ③ 粘膜筋板に分けられる。
　 この図は 『図説組織学』 （溝口史郎著 金原出版） より転載した。
　





































09-16   耳下腺 1. ヒト. H-E 染色.  x 2.2.

頬筋

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 これは典型的なヒトの耳下腺の標本で、脂肪組織の中に実質細胞が散在しているように見える。画面下部の赤く濃染したものは頬筋の一部である。



09-17   耳下腺 2. ヒト. H-E 染色.  x 25.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 これは 09-16 の拡大で、脂肪組織の中に実質細胞が散在しているように見える。紫色に染まった腺細胞の間に見える桃色に染まった管は線条部である。介在部はこの拡大では識別できない。図中の赤く濃染した構造物は、血液の充満した血管である。図の右下の部分（矢印）の拡大が 09-18 である。



09-18   耳下腺 3. 線条部と介在部. ヒト. H-E 染色.  x 160.

介在部

線条部

分泌部

分泌部

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これは線条部が介在部に移行している部分の強拡大である。線条部は外径 40～50μm、内径 10～15μmで、単層円柱上皮よりなる。上皮細胞の核は円形で細胞のほぼ中央部に位置し、胞体はエオジンに濃染する。胞体の基底部には基底膜に対して直角に配列する基底線条が著明である。これに対して介在部は外径 10～15μm、内径 5～7μm と細く、その上皮は単層扁平ないし立方上皮である。上皮細胞の胞体は染色性に乏しく、水様透明である。その核は細長い楕円形で、管の長軸に平行に配列する。
　この標本の終末部（分泌部）には分泌顆粒が満ちており、腺腔も細胞間分泌細管も識別できない。



09-19   耳下腺 4. 介在部の縦断面. ヒト. H-E 染色.  x 160.

介在部

分泌部

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 これは長く縦断された介在部の遠位端が終末部に連続している像である。介在部は狭い内腔を丈の低い円柱細胞が縁取っている管で、上皮細胞の胞体は殆ど染料の色を取らない。この図では縦断された介在部の内腔とそれを縁取る上皮細胞が明瞭に観察される。この図においても終末部の細胞には分泌顆粒が充満している。



09-20   耳下腺 5. 介在部の横断面. ヒト. H-E染色.  x 160.

介在部

分泌部

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 図の中央やや左側に、介在部の横断面が示されている。この図においても、分泌部の細胞は分泌顆粒で充たされていて、腺腔は確認し難い。



09-21   耳下腺６．介在部の横断面. ヒト. H-E 染色.  x 160.

介在部

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 図の中央部に介在部の横断面が示されている。この標本でも分泌部の細胞は分泌顆粒で満たされている。



09-22    耳下腺 7. ヒト. H-E 染色.  x 25.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これは 09-16～09-20 とは別の遺体から得られた標本で、分泌部に分泌顆粒が少なく、分泌部は青紫色を呈している。そのために赤く染まった線条部が際立ってみえる。図の右下方の部分（矢印）の拡大が 09-23 に示されている。



09-23    耳下腺 8. 線条部と介在部. ヒト. H-E 染色.  x 100.

線条部

介在部

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 図の中央部の線条部から右下方に向って介在部が伸び、その遠位端で分泌部に連なっている状態が連続的に観察される。この標本では分泌顆粒が抜けていて、分泌部の細胞の胞体は白く透けて見える。分泌部の中央に極めて狭い腺腔が認められる。



09-24   耳下腺 9. 線条部と介在部. ヒト. H-E 染色.  x 160.

線条部

介在部

毛細血管

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 この標本は固定が良いので、線条部の赤い色調と、介在部の殆ど赤い色を取らず、むしろ青味を帯びた色調の違いが際立って見える。画面の右端の赤い色調の線は、赤血球に満たされた毛細血管である。



09-25   耳下腺 10.  線条部と介在部. ヒト. H-E 染色.  x 100.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 この図では線条部から介在部に移行する部分が、長く縦断されている。線条部・介在部・終末部の特徴が明瞭に観察できる。



09-26    脂肪細胞の少ない耳下腺. ヒト. H-E 染色.  x 2.2.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 これは脂肪組織が非常に少ない耳下腺（ヒト）である。耳下腺の実質が小葉間結合組織によって多数の小葉に分けられている状態がよく分かる。
　 耳下腺における脂肪組織の含有量にはかなりの個体差がある。



09-004
顎下腺

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
    顎下腺は、大部分が漿液腺で、その中に少数の粘液腺が混在している、混合腺である。一般に顎下腺は脂肪細胞を殆んど含まず、標本上では緻密な感じを受ける。



09-27   顎下腺 1. ヒト. H-E 染色.  x 2.5.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 これはヒトの顎下腺の概観で、腺の実質が小葉間結合組織によって多数の腺小葉に区画されている状態がよく分かる。小葉間結合組織は導管・血管・神経の通路でもある。



09-28   顎下腺 2. ヒト. H-E 染色.  x 40.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 これは顎下腺の中等度の拡大写真である。図の中央上部と左下部の白く抜けて見える小部分が粘液腺であり、その他の赤紫色に濃染している部分は漿液腺である。粘液腺の末端には漿液腺細胞の集団（半月）が付着している。この標本では漿液腺細胞が濃い紫色を呈しているので、その間に存在する線条部の赤い色調が際立って見える。



09-29   顎下腺 3. ヒト. H-E 染色.  x 40.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　  顎下腺では脂肪組織（細胞）は少なく、組織が緻密である。この画面の中央で、放射状に配列している赤桃色の管が線条部である。粘液線は画面の右の中央下部に数個認められるに過ぎない。



09-30   顎下腺 4. ヒト. H-E 染色.  x 100.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 09-28 と同じ標本で、画面の中央に 1 本の線条部が 2 本に枝分かれしている状態が観察される。この線条部の左に隣接する白く抜けた部分が粘液腺で、その末端には半月（矢印）が見られる。 



09-31   顎下腺 5. ヒト. H-E 染色.  x 100.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　画面の右半分に見られる白く抜けた構造物が粘液腺であり、それを取り巻いている赤紫色の部分が漿液腺である。粘液腺の末端には半月が見られる。



09-32   顎下腺 6. ヒト. H-E 染色.  x 160.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
    画面の右側の中央に縦断された線条部があり、その左端で介在部に移行し、この介在部がすぐに二股に分かれ、その遠位端で漿液性終末部に連なっている状態が観察される。



09-33   顎下腺 7. サル. H-E 染色.  x 160.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これはサルの顎下腺の標本で、画面の中央に 1 本の線条部が下から上に向って伸び、その上端で介在部に移行し、それがほぼ直角に左右に二分し、そのそれぞれが粘液性終末部に連なり、粘液性終末部の末端に半月が付着している状態が、連続して観察される。この周囲を埋めているのは漿液性終末部である。



09-34   顎下腺 8 分泌顆粒. ヒト. H-E 染色.  x 160.

M

V

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 この標本では、漿液腺細胞の胞体は分泌顆粒で満たされている。画面の左上方で白く抜けている部分は粘液性終末部（Ｍ）で、その末端には分泌顆粒で満たされた漿液腺細胞の集団（半月、矢印 ）が付着している。画面の左下には赤血球を含む静脈（V）が見られる。



09-35   顎下腺.  線条部と終末部. ヒト. H-E 染色.  x 160.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 これは死後変化が軽度で、固定が良くできた顎下腺の標本である。図の中央部に 5 個の線条部の断面が存在する。これらでは死後変化による基底膜からの上皮細胞の開離がなく、上皮細胞の胞体の強いエオジン好性と、基底部の基底線条が明瞭に認められる。線条部の周囲を毛細血管が取り巻いている状態もよく分かる。漿液腺細胞の特徴も明瞭である。この画面には粘液腺細胞は見られない。



09-36    顎下腺 線条部と介在部.  ヒト.  H-E 染色.  x 160.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 09-35 と同じ個体の標本である。画面中央やや左の大きな線条部の右端から介在部が始まり、これが枝分かれして漿液性終末部に連なる状態がよく分かる。



09-37   顎下腺 介在部と終末部. ヒト. H-E 染色.  x 250.

I D

I D：介在部

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これは右上から下方に伸びる介在部（ ID ）が二股に分かれ、それぞれが漿液性終末部の狭い腺腔に連続している状態を示す像である。この画面では腺房の中軸部を貫いている腺腔、及びそれに続く細胞間分泌細管（矢印）が明瞭に観察される。



09-005
舌下腺

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 舌下腺は粘液腺が漿液腺より多い混合腺である。従って半月がいたるところに見られる。



09-38   舌下腺 1. ヒト. H-E染色.  x 2.2.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これはヒトの舌下腺の概観である。腺の実質中の白く抜けて見える部分は、脂肪組織ではなくて、粘液腺である。



09-39   舌下腺 2. ヒト. H-E 染色.  x 25.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 舌下腺は粘液腺が過半を占める混合腺である。この図で白く抜けて見える部分は全て粘液腺である。



09-40   舌下腺 3. 粘液腺と半月. ヒト. H-E 染色.  x 64.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 画面の右半分及び左半分の中に見られる白く抜けた部分が粘液腺で、それらを取り囲む紫色の部分が漿液腺である。図の中央のやや赤く染まっている管は導管である。



09-41   舌下腺 4. ヒト. H-E 染色.  x 160.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　ここには 3 本の粘液腺があり、その左ないし左下方の端に半月が付着している。



09-42   舌下腺 5. ヒト. H-E 染色.  x 100.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　 画面中央やや左の導管が右側で直接粘液性終末部に連続している。この画面では漿液腺細胞が主成分となっている。



09-43   舌下腺 6. ヒト. H-E 染色.  x 66.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これは 09-42 とは別の標本である。図の左上部に 1 本の導管が縦断されており、その右側端から長い粘液性終末部が始まっている。この長い粘液性終末部は右方で枝分かれし、さらに右下方で二股に別れ、それぞれの末端に半月を伴っている。
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